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第１ 市政一般に対する質問

○稲 田議 長 そ れで は 、日程 第１ 、市 政一般 に対 する質 問を 行い

ます。

本日は、会派による代表質問を行っていただきます。

信風、安達議員。

○安 達議 員（登 壇） おはよ うご ざい ます。 ただ いまか ら代 表質

問を させ ていた だき ま す信風 の安 達卓 是です 。よ ろしく お願 いし

ます。

ま ず、 この冒 頭で お 話しし たい のは 、１月 １日 に発生 しま した

能登 地方 の地震 、津 波 の被害 につ いて 非常に 感じ ること があ りま

した 。今 回もそ のこ と をもっ て若 干触 れてお りま すので 、よ ろし

くお 願い します 。今 朝 も新聞 とか 、そ れから テレ ビで見 て、 能登

地方 の復 旧の状 態と い うのが 非常 に気 になっ てお りまし て、 どう

復旧、復興されるのかなというふうに見ております。

私、この代表質問に当たって６項目の質問項目を上げました。

１ 点目 ですけ れど も 、令和 ６年 度伊 木市政 が新 年度で 予算 編成

に当 たり 基本的 な方 針 の考え 方に つい て、２ つの 項目と いう んで

すか、考え方に集中して聞こうかなと思っております。

１ 点目 は、こ れま で の市政 運営 につ いての 自己 評価と 今後 の課

題に つい てどの よう に 認識さ れて 市政 運営を 進め ていこ うと いう

考えなのか伺います。

２ 点目 ですけ れど も 、市長 が新 年度 で重点 施策 として 掲げ る主

要な 事業 はどの よう な ものを 考え てお られる か伺 いたい と思 いま

す。



こ の市 の運営 に当 た って、 先日 新聞 で読み まし たけれ ども 、鳥

取県 の予 算編成 につ い て記事 が上 げて ありま した 。１点 目は 能登

地方 の地 震を踏 まえ た 地震、 津波 対策 、２点 目が 中山間 地域 の生

活機 能維 持、３ 点目 が 若者活 躍に 主眼 を置い た施 策など とい う取

組が して あった よう に 思って おり ます 。そう いっ た観点 から お答

え願ったらと思います。

２点目ですけれども、公共交通施策についてであります。

地 域交 通の利 用促 進 の取組 につ いて 伺いた いと 思って おり まし

て、 本市 は２０ １９ 年 に策定 した 米子 市交通 ビジ ョンを 基に 、こ

の間 の調 査・取 組を 踏 まえて 、地 域交 通政策 を推 進する マス ター

プラ ンと して２ ０２ ３ 年度か ら２ ０２ ７年度 を計 画期間 とす る米

子市 地域 公共交 通を 策 定しま した 。こ の計画 策定 までの 調査 ・取

組に より 現在の 実態 や その要 因、 特性 などに つい て分析 され たと

考え てお ります が、 ど のよう な実 態と その要 因が 把握で きた のか

伺いたいと思いますので、よろしくお願いします。

ま た、 新たな 地域 交 通計画 をマ スタ ープラ ンと して、 今後 の取

組を 進め るに当 たり ど のよう な課 題が あるか 、そ の課題 に対 して

の取 組に ついて 優先 的 に取り 組む べき 課題は 何か 、どの よう なも

のがあるかを伺いたいと思いますので、よろしくお願いします。

新 たな 地域交 通施 策 の取組 の内 容で すけれ ども 、具体 的に は私

が住 んで おると ころ を 中心に 考え まし た。市 役所 から見 た郊 外で、

周辺 部の 弓浜地 区な ど の住民 にと って 地域交 通の 充実は 生活 手段

の確 保の 大切さ を感 じ るもの で、 コミ ュニテ ィバ スなど の導 入に

ついてどのような計画内容か伺いたいと思います。

ま た、 公共コ ミュ ニ ティバ スの 経路 の在り 方に ついて も、 一層



充実 させ るため の方 策 が考え られ ない か問う もの であり ます 。買

物な ど住 民生活 に必 要 な交通 手段 の確 保につ いて 、例え ば最 近整

備さ れた 県道や 市道 を 使った バス 経路 の利用 を広 げる方 策と いう

もの は取 組とし て考 え られな いか 、ま たその 計画 はない か伺 いた

いと思います。

こ のこ とにつ いて 、 関連し て中 田議 員のほ うか らそれ ぞれ 課題

項目 が予 定して あり ま すので 、関 連質 問があ りま すので よろ しく

お願 いし ます。 ＪＲ 東 山公園 駅の バリ アフリ ー化 につい て、 路線

バス につ いてに 、そ れ ぞれ現 状や 課題 につい て、 そして 利用 促進

について関連質問がありますので、よろしくお願いします。

２ 点目 、歩い て楽 し いまち づく りの 取組に つい てです が、 障が

い者 にと って歩 道や 歩 行者の 環境 改善 の取組 につ いてで あり ます。

市 内の ところ どこ ろ で、こ れは 全て と言い ませ んが感 ずる もの

とし て、 点字ブ ロッ ク などに つい て、 工事な どが 終わっ た後 、整

備が され ますが 、そ の 後の不 良等 を目 に受け たり 感じた りす るも

のが 、歩 いてい て感 ず るもの があ りま す。そ うい った箇 所を 見受

ける に当 たって 、ま ず １点目 です が、 工事補 修後 は以前 より さら

に改善が図られるよう願いたいと思っております。

ま た、 ２点目 です け れども 、歩 行者 にとっ て、 また歩 行者 以外

の、 それ ぞれ利 用さ れ る歩道 、車 道を 利用さ れる 人に利 用し やす

い交 通の ための 掲示 板 などの 標示 板、 そうい った ものを 定期 的に

点検 、整 備はで きな い か、そ うい う考 えをお 聞か せ願っ たら と思

います。

ま た、 この関 連質 問 につい ては 、中 田議員 が安 全歩行 環境 の整

備に つい て、通 学路 の 安全点 検、 そし て博労 町２ 丁目の 危険 構造



物についての関連質問がありますので、よろしくお願いします。

大 きく ３点目 に移 り ます。 防災 ・減 災の取 組に ついて であ りま

す。 この ことに つい て は先ほ ども 冒頭 で触れ まし たが、 災害 対応

について質問をしたいと思っております。

１ 月１ 日に発 生し ま した能 登地 方の 地震、 津波 の報道 番組 で、

地震 発生 から今 ２か 月 もほぼ ほぼ たっ ており ます が、日 本海 側で

起き た能 登地方 のそ の 後の復 旧の 様子 を見て おり ますと 、１ 点目、

発生 後、 長期的 に経 過 した避 難所 の環 境が改 善さ れない よう な場

面を 見受 けるこ とも あ ります 。い まだ 変わら んの かなと 。そ して、

２点 目、 断水の 広範 囲 の地域 や長 期化 が見受 けら れる場 面も 聞き

ます し、 ニュー スキ ャ スター の発 言も そのよ うに 聞いて おり ます。

そし て、 ３点目 です が 、災害 物資 の滞 留とい うん でしょ うか 、避

難所 の近 くにた くさ ん そうい った 物資 が全国 から 届いて いる よう

に見 受け る場面 もあ り ます。 そう いっ たもの に対 するボ ラン ティ

アの 不足 を見受 ける に 当たっ て、 医療 関係者 や復 旧スタ ッフ の不

足な どが 感じら れる も のを報 道番 組で 見るこ とが ありま す。 そう

いっ たこ とに対 して 当 局、担 当者 はど のよう な考 えを持 たれ たの

か、そういったことについて触れていきたいと思います。

今 回、 他県の こと で すので 、災 害復 旧につ いて は本市 の災 害対

応に つい て、派 遣さ れ たり、 そう いっ たこと で感 じ取っ てこ られ

たも のが あろう かと 思 います 。そ うい ったこ とを 今後の 、あ って

ほし くな いんで すが 、 この地 域で 発生 した災 害対 策の防 災担 当と

して の考 え方を お聞 き したい と思 いま すので 、よ ろしく お願 いし

ます。

さ らに 、この こと に ついて 私が この 災害で 感じ たこと をお 聞き



した いと 思いま す。 海 岸沿い に私 ども は住ん でお ります が、 今後

の本 市を 含めた 地域 の 災害対 応に つい て、地 震発 生の予 報、 そし

て警 報発 令のた めの モ ニター テレ ビつ きの津 波検 潮器、 こう いっ

たも のが 鳥取県 に設 置 されて いる よう に聞い てお ります 。こ うい

った 津波 検潮器 の設 置 などの 災害 対応 の在り 方に ついて どの よう

な考 え方 を持っ てお ら れるか 、ぜ ひ設 置して いた だけれ ばと いう

思い を込 めてお 聞き し たいと 思い ます ので、 よろ しくお 願い しま

す。

４ 点目 です。 空き 家 対策の 推進 の取 組につ いて お聞き した いと

思い ます 。本市 にお け る空き 家対 策の 現状と 課題 につい てお 聞き

したいと思います。

空 き家 対策は 、地 域 におけ る防 災、 防犯性 の低 下のご みの 不法

投棄 先に なるな どの 衛 生面の 悪化 、景 観の悪 化な ど多く の課 題と

なり 得る ことが 、個 人 問題だ けで なく 、地域 に関 わる大 きな 社会

問題になるというふうに感じております。

そ もそ も空き 家が 発 生する 主要 な原 因は、 需要 に対し て物 件数

が多 い、 いわゆ る家 余 りだと いう ふう な捉え もで きるか と思 って

おり ます。 国土交通 省の 調査で は、２０ １８年 の総 世帯数が 約 5,

４ ０ ０ 万 1,０ ０ ０ 世 帯 に 対 し て 住 宅 総 数 が 約 6,２ ４ ０ 万 7,０ ０ ０

戸 と 、 住 宅 総 数 の ほ う が 約 ８ ４０ 万軒 多い状 態に なって いる よう

な統 計値 が表れ てお り ます。 総務 省が 行った 住宅 ・土地 統計 調査

によ ると 、１９ ９８ 年 から２ ０１ ８年 の２０ 年間 で５４ ６万 戸か

ら８ ４６ 万戸と 約 1.５ 倍 増 加 し て い る 結 果 値 が あ り ま す 。そ して、

６５ 歳以 上の高 齢化 率 が２ 9.１ ％ の 高 齢 化 社 会 を 迎 え た 我 が 国 で

は、 今後 急速な 人口 減 と空き 家の 増加 が大変 危惧 されて いる と思



って おり ます。 各自 治 体でも 早急 な対 策が求 めら れてい るふ うに

も思っております。

本 市、 米子市 でも 、 今後ま すま す空 き家の 増加 速度が 上が るよ

うに 思う が、当 局の 空 き家の 増加 傾向 に対す る現 状と課 題に つい

て伺いたいと思います。

こ れ以 降、以 下に つ いては 、相 続登 記の義 務化 とか、 空き 家対

策等 の推 進に関 する 特 別措置 法の 一部 改正に 対す る本市 の取 組方

針に つい て等を 大下 議 員が関 連質 問等 されま す。 さらに は、 高齢

化独 居の 増加に よる 課 題と適 正管 理や 、市民 財産 の市営 住宅 の受

託管 理の 県住宅 供給 公 社の在 り方 等に ついて も関 連質問 がご ざい

ますので、よろしくお願いします。

続いて、３点目です。経済政策であります。

経 済政 策の農 業振 興 策につ いて お聞 きした いと 思って おり ます。

ま ず、 １点目 です が 、農業 基本 法の 改正に 係る 本市の 取組 方針

についてお聞きしたいと思います。

２ 点目 ですけ れど も 、２点 目は 、特 定野菜 の新 たな視 点に つい

てお 伺い したい と思 い ます。 特定 野菜 から指 定さ れる品 目や 産地

としての栽培のメリットについて伺いたいと思います。

以 下、 米の需 要促 進 につい ては 大下 議員が 関連 質問さ れま すの

で、 よろ しくお 願い し ます。 さら には 、スマ ート 農業の 推進 につ

いて 大下 議員の 関連 質 問があ りま すの で、よ ろし くお願 いし ます。

経 済政 策の２ 点目 で すが、 観光 振興 策につ いて 伺いた いと 思い

ます。

コ ロナ 禍、約 １年 を 経て、 今の 観光 振興の 取組 施策に つい てお

伺い した いと思 いま す 。いろ いろ 観光 施策は 様々 に展開 され てい



ると 思い ますが 、観 光 客の誘 致や 宿泊 拠点な どの 取組に つい て、

とり わけ 私がお 聞き し たいの は観 光リ ピータ ーの 取組、 そう いっ

た事 業を 詳しく お聞 か せ願っ たら と思 ってお りま すので 、よ ろし

くお願いいたします。以上、経済政策についてであります。

大 きな ４点目 であ り ます。 健康 と福 祉に関 する 取組で あり ます。

住 民の 孤独、 孤立 対 策につ きま して 、孤独 、孤 立に悩 む人 を誰

一人 取り 残さな い社 会 、また 相互 に支 え合う 人と 人との つな がり

が生 まれ る社会 を目 指 し、孤 独・ 孤立 対策推 進法 が令和 ５年 ５月

３１ 日に 成立し 、令 和 ６年４ 月１ 日に 施行さ れま す。人 々の つな

がり に関 する基 礎調 査 に対す る結 果が 令和５ 年３ 月に公 表さ れて

きております。

内 閣官 房、孤 独・ 孤 立対策 担当 室、 鳥取県 は孤 独・孤 立対 策課

をこ の間 設置し てき ま した。 鳥取 県孤 独・孤 立を 防ぐ温 もり のあ

る支 え愛 社会づ くり 推 進条例 も制 定さ れてき まし た。ヤ ング ケア

ラー 、産 後鬱、 老老 介 護、８ ０５ ０問 題をは じめ とする 課題 につ

いて 、地 域の絆 を生 か して対 策を 行い 、困っ てい る人を ちょ っと

した 手助 けを行 うあ い サポー トの 精神 で孤独 ・孤 立を防 ぎ、 誰一

人取 り残 さない 社会 を つくる 、本 人及 び家族 、援 助者の 支援 に一

体的に取り組む条例は全国初めてであると聞いております。

こ れに 当たっ て本 市 は、鳥 取県 の中 でも先 進的 に重層 的支 援体

制整 備の 窓口え しこ に をつく り、 福祉 総合窓 口、 ワンス トッ プサ

ービ スの 構築が でき て いると 思っ てお ります 。多 くの相 談に 対す

る、 相談 の不足 はあ る とは思 われ ます が、市 民へ の周知 も広 がり

つつ ある 、ここ は評 価 したい と思 って おりま す。 もう一 方、 また

目を 見開 けば、 孤独 ・ 孤立に 関し てＯ ＥＣＤ の中 でも低 いレ ベル



の我 が国 では、 その 対 策をき め細 やか にかつ 継続 してい くの は大

変だというふうに思っております。

そ こで 、孤立 の定 義 、認識 につ いて お伺い した いと思 いま すの

で、 よろ しくお 願い し ます。 あわ せて 、本市 の取 組と目 指す もの

をお尋ねしたいと思いますのでよろしくお願いします。

こ こに 関わっ て、 孤 立化を なく すた めの推 進施 策につ きま して

は伊藤議員の関連質問がありますので、よろしくお願いします。

２ 点目 です。 障が い 者福祉 サー ビス につい てお 伺いし たい と思

います。

年 明け て１月 に米 子 市で開 かれ まし た研修 会の 資料に より ます

と、 障が い児、 精神 障 がい者 の業 者が 増加傾 向に あると 聞か され

まし たが 、本市 の最 近 の傾向 につ いて どのよ うに なって いる か、

あわせて新年度の事業の取組についてお伺いします。

そ の資 料から です け れども 、国 では 質の高 い発 達支援 のサ ービ

ス提 供を 取り上 げて い ますが 、本 市米 子市で は将 来の自 立支 援に

向けてどのように行おうとしてるか伺います。

２ 点目 です。 障が い 者の自 立支 援、 就労支 援・ 就労定 着に つい

てお 伺い したい と思 い ます。 項目 とし ては新 年度 で就労 支援 Ａ型

活動 への 支援や 就労 支 援Ｂ型 への 工賃 向上策 の取 組につ いて お伺

いしたいと思います。

２ 点目 ですが 、新 年 度の、 これ から 新年度 始ま るわけ です けれ

ども 、４ 月以降 、障 害 者優先 調達 推進 法に係 る計 画目標 と取 組内

容に つい てどの よう か 、その 内容 を伺 いたい と思 います 。よ ろし

くお願いします。

大 きな ５点目 に移 り ます。 教育 と福 祉に関 わる 取組で あり ます。



そ の中 で、１ 点目 、 いじめ や不 登校 に対す る解 決策に つい てで

あり ます 。課題 や成 果 につい て、 令和 ３年１ ２月 ６日か ら米 子市

こど も総 本部が 設置 さ れまし た。 持続 可能な 米子 市づく りの ため

に、 安心 して子 ども を 産み育 てら れる 米子市 にし ていく こと は喫

緊の 課題 である とと も に、永 遠の テー マであ ると いうふ うに 強く

思っ てお ります 。子 ど もの成 長過 程全 体を切 れ目 なく支 援す るた

めに 、教 育、福 祉が 一 体とな って 新た な組織 で妊 娠期か ら保 育・

教育 の一 体化な ど、 一 定の成 果は 感ず るもの の、 しかし 、本 市米

子市 での 子育て 環境 は 厳しく 、教 育と 福祉の 一体 化も実 感す るに

は至 って いない とこ ろ もある と考 えて おりま す。 もっと 子育 てし

やすいまちへの思いを感じています。

取 組を 強化し てい く 、２年 たっ た今 、道半 ばの 感があ りま すが、

新た な課 題が山 積し て いるか 、統 計値 では不 登校 が増え 、少 子化

も歯 止め が利か ない こ とにな って おる 傾向に ある と思い ます 。そ

こでまず、課題と成果についてお伺いします。

本 市の 課題解 決の 学 習機会 の保 障や 居場所 確保 の取組 につ いて

は、 伊藤 議員の 関連 質 問があ りま すの で、よ ろし くお願 いし ます。

ここは紹介にとどめておきます。

６点目、行財政改革に関する取組であります。

私 も働 く人た ちと の 関わり が非 常に 強いと ころ におり まし て、

働き やす い環境 づく り という こと を６ 点目に 掲げ たとこ ろで す。

住民 サー ビスへ のサ ー ビス提 供の ため 、職場 づく りと健 康で より

働き やす い職場 の取 組 につい て、 住民 対応に つい ては、 市職 員の

ふだ んの 在り方 とし て 、あっ ては なら んと思 うん ですが 、住 民か

ら大 声を 浴びせ られ た り、法 外の 要求 を求め られ たりす る場 面が



ある よう に聞い てお り ます。 本人 や周 囲の職 場で はどの よう なこ

とと して このこ とを 考 えられ てい るか 、以前 から このよ うな ハラ

スメ ント は発生 して い ると思 うが 、職 場全体 でよ り健康 的で 働き

やす い環 境づく りに つ いてど のよ うに 考えて いる かを問 いた いと

思います。

私 は、 先ほど 言い ま したよ うに 、こ の質問 を上 げると ころ で、

ちょ うど 東京都 の状 況 を見さ せて もら いまし た。 東京都 では 条例

化を して 、ハラ スメ ン トの防 止条 例が これか ら議 会で討 議さ れる

とい うふ うに聞 いて お ります 。そ のこ ともあ りま したの で、 ぜひ

働き やす い職場 づく り のため に当 局が どのよ うに 考えて おら れる

か、以上をお聞きしたいと思います。

以 下、 答弁に よっ て は再質 問等 を行 いたい と思 います ので 、よ

ろしくお願いします。

以上で、壇上からの質問を終わります。

○稲田議長 伊木市長。

○伊 木市 長（登 壇） 信風、 安達 議員 からの 代表 質問に 対し まし

て、私の所管する部分につきまして答弁をさせていただきます。

最 初に 、この 令和 ６ 年度予 算編 成に 当たる 基本 的な方 針に つい

てのお尋ねでございました。

こ れま での市 政運 営 の自己 評価 と課 題、ま た今 後の運 営方 針や

新年度の重点施策として掲げる主要事業についてでございます。

こ れま での市 政運 営 につき まし ては 、でき たこ と、ま だで きて

いな いこ と、両 方ご ざ います ので 、ぎ りぎり 及第 点がい ただ ける

かな とい うふう には 思 ってお りま すけ れども 、そ の辺り はし っか

りと 反省 をしつ つ、 米 子市ま ちづ くり ビジョ ンに 掲げま す７ つの



柱を具体的に進めていきたいと思っております。

来 年度 がまち づく り ビジョ ンの 基本 計画の 最終 年度と なっ てお

りま すこ とから 、こ の ことを 踏ま えた 上で、 歩い て楽し いま ちづ

くり や教 育施策 や子 育 て支援 の充 実、 フレイ ル対 策、キ ャッ シュ

レス 決済 を活用 した 事 業など 、米 子市 独自の 施策 につい て取 組を

さら に強 化して いき た いと思 って おり ますし 、こ れらを 重点 施策

とし て今 回の予 算案 に 計上し 、住 んで 楽しい まち づくり が一 層前

進するよう、取組を進めてまいります。

続 きま して、 公共 交 通の政 策に つい てでご ざい ますが 、最 初に

地域交通計画に係る調査結果についてのお尋ねでございます。

各 種調 査によ りま し て、利 用者 のニ ーズに 応え 切れて いな いと

いう 課題 があり ます こ とや、 郊外 エリ アでの 循環 バスの ニー ズが

高い こと などを 把握 い たしま した 。そ して、 地域 交通計 画で 取り

組む 課題 につい てで す が、公 共交 通を 取り巻 く現 状を踏 まえ まし

て、 自動 車への 依存 や 生活交 通の 維持 確保、 移動 ニーズ の多 様化

など ６項 目を課 題と し て整理 した とこ ろでご ざい まして 、中 でも

生活 交通 の維持 確保 へ の対応 は喫 緊の 課題と 判断 をし、 計画 策定

と同時に路線の再編作業に着手をしております。

ま た、 弓浜地 区に お けます コミ ュニ ティバ スの 計画に つい てで

ござ いま すが、 弓浜 地 区にお きま して は今後 の路 線バス の再 編に

併せ まし てコミ ュニ テ ィバス の導 入を 予定し てお ります が、 これ

に先 立ち 巡回型 のバ ス の実証 事業 を来 年度に おい て計画 をし 、今

議会に予算案を上程しているところでございます。

コ ミュ ニティ バス の 経路に つい てで ござい ます が、生 活交 通の

位置 づけ であり ます の で、病 院や スー パーな どを 巡回す るこ とを



含め まし て、地 域の ニ ーズを 酌み 取り ながら 経路 を検討 して まい

ります。

ま た、 最近整 備さ れ ました 市道 や県 道を運 行す るルー トの 検討

につ いて でござ いま す が、ス ムー ズに 走行で きる ルート かど うか、

走行 環境 、これ も重 要 な要件 でご ざい ますの で、 そうし たこ とも

含めて検討してまいります。

続 きま して、 歩い て 楽しい まち づく りの取 組に ついて 、市 内の

点字 ブロ ックの 補修 と 改善、 また 交通 標示板 など の定期 点検 につ

いてのお尋ねでございます。

道 路パ トロー ルや 通 報によ り確 認を されま した 点字ブ ロッ クの

不良 箇所 につき まし て は、速 やか に補 修や改 善を 行うよ うに して

おり ます 。市が 管理 を する道 路標 識な どの交 通標 示板に つき まし

ては 、道 路パト ロー ル などに より まし て定期 的に 点検を 行っ てお

りま して 、今後 も利 用 しやす い状 態を 保つよ うに 努めて まい りま

す。

市 の管 理以外 の道 路 標識に つき まし ても、 破損 などを 発見 した

場合 には 各道路 管理 者 に対し まし て連 絡を行 うよ うにし てお りま

す。

続きまして、防災・減災の取組についてでございます。

能 登半 島地震 の復 旧 支援に 関す る本 市の対 応状 況につ いて でご

ざい ます が、１ 月６ 日 以降、 鳥取 県チ ームの 一員 としま して 、被

害の 認定 調査で すと か 給水支 援な ど、 これま で延 べ１６ 名の 市の

職員 、あ るいは 水道 局 職員を 派遣 をい たしま した 。また 、ブ ルー

シー ト９ ００枚 を拠 出 をいた しま して 、今後 も要 請等に 従い まし

て復旧支援を行っていく予定でございます。



本 市の 今後の 防災 対 策につ いて でご ざいま すが 、この たび の地

震で 教訓 とすべ き点 に つきま して は、 今後の 防災 対策の 取組 に生

かしていきたいと考えております。

津 波に 備える ため の 検潮器 の設 置に ついて でご ざいま すが 、鳥

取県 が津 波対策 の一 環 としま して 遠隔 監視カ メラ を増設 する 考え

を示 した と伺っ てお り ます。 能登 半島 地震を 踏ま えまし て、 鳥取

県に おい て今後 の地 震 、津波 対策 の取 組方針 につ いて検 討が 行わ

れる こと になっ てお り まして 、こ の取 組の中 で県 や他の 市町 村な

どと 連携 をしま して 必 要な対 策を 進め ていき たい と考え てお りま

す。

続 きま して、 空き 家 対策に つい て、 空き家 の現 状と課 題認 識に

ついてでございます。

住 宅・ 土地統 計調 査 の結果 から 、本 市にお きま しても 空き 家が

増加 傾向 にある こと が 分かっ てお りま す。高 齢化 が進み 、高 齢者

のみ の世 帯が増 加し て おりま すこ とか ら、今 後も 空き家 の増 加が

続く と推 察され まし て 、空き 家の 発生 抑制の 取組 が重要 であ ると

考え てお ります 。そ の 上で、 空き 家を 特定空 家に しない ため に、

活用 の促 進や適 正な 管 理を働 きか ける ことに より 、その 取組 を進

める必要があるという認識をしております。

続きまして、経済政策についてのお尋ねでございます。

本 市に おける 今後 の 農業施 策に つい てでご ざい ますが 、農 業従

事者 の高 齢化と 後継 者 不足に より まし て農地 の維 持が困 難と なっ

てい る現 状を鑑 みま し て、１ ０年 後の 農地を どう するか 、地 域の

核と なる 認定農 業者 の 方やＪ Ａ鳥 取西 部、農 地中 間管理 機構 、そ

して 行政 などが 話し 合 って決 める 地域 計画の 策定 を推し 進め 、持



続可能な地域農業を目指してまいります。

ま た、 弓浜地 区に お きまし ては 、生 産者の ほう から白 ネギ 産地

とし ての 活力を 取り 戻 したい とい う声 が上が りま して、 弓浜 地区

白ね ぎ産 地の生 産振 興 プラン を作 成し 、西日 本１ 位を目 指す 取組

を展開してまいります。

指 定野 菜の格 上げ の メリッ トに つい てのお 尋ね でござ いま す。

２０ ２６ 年度か らブ ロ ッコリ ーが 現行 の特定 野菜 から指 定野 菜に

格上 げさ れるこ とに よ りまし て、 国の 需給ガ イド ライン に沿 った

生産 、出 荷が行 われ 、 消費者 にと って は価格 や流 通が安 定す るメ

リッ トが ありま すし 、 また生 産者 にと りまし ては 価格低 迷時 に国

の野 菜価 格安定 対策 事 業によ る補 助が 手厚く なる メリッ トが ござ

います。

続 きま して、 観光 振 興策に つい て、 観光リ ピー ターの 取組 と成

果についてのお尋ねでございます。

再 来訪 につな がる 要 因とし まし ては 、観光 客の 満足度 が考 えら

れま して 、特に 食事 や ゆっく り過 ごせ たかど うか で満足 感が 得ら

れた とき にリピ ータ ー となる 可能 性が 高いと 言わ れてお りま す。

リピ ータ ーの獲 得に 向 けまし て、 本市 の魅力 であ ります 皆生 温泉

や牛 骨ラ ーメン など の 食のコ ンテ ンツ につい てし っかり とＰ Ｒを

しながら、満足度向上に取り組んでいるところでございます。

成 果の 一つと いた し まして は、 令和 ５年の 皆生 温泉へ の宿 泊者

数は コロ ナ前の 水準 を やや上 回る とこ ろまで 回復 をしま して 、一

定の成果はあったというふうに考えております。

続きまして、健康と福祉に関する取組についてでございます。

最 初に 孤立の 定義 に ついて でご ざい ますが 、孤 立とは 国の 客観



的概 念と いたし まし て 社会と のつ なが りや助 けの ない、 また 少な

い状 態と してお りま す 。その 認識 です が、近 年、 情報化 の急 速な

進展 など により ます ラ イフス タイ ルの 変化や 少子 高齢化 、未 婚、

晩婚 化な ど、社 会環 境 の変化 を背 景と いたし まし て人間 関係 が希

薄となり、孤立しやすい状況があると認識しております。

孤 立対 策とし ての 取 組と目 指す べき ことで ござ います が、 引き

続き 重層 的支援 体制 整 備事業 に、 これ に重点 的に 取り組 みま して、

総合 相談 支援セ ンタ ー えしこ にを 拠点 として 相談 支援や 参加 支援、

ある いは 地域づ くり に 向けた 支援 を実 施する こと で対策 を取 って

まいります。

ま た、 障がい 者の 自 立支援 、就 労支 援・就 労定 着につ いて でご

ざい ます が、障 がい の ある児 童数 と精 神に障 がい のある 人の 数の

米子市における傾向についてのお尋ねでございます。

障 がい のある 児童 数 といた しま して は、小 学校 、中学 校の 特別

支援 学級 に在籍 する 児 童生徒 数の 状況 につい て、 小学校 が平 成３

０年 度の ２１５ 人か ら 令和４ 年度 は２ ８５人 、ま た中学 校に つい

ては 平成 ３０年 度の １ ０６人 から 令和 ４年度 は１ ３７人 とな って

おり 、い ずれも 増加 を してお りま す。 一方、 精神 障がい のあ る方

につ いて は、精 神障 害 者保健 福祉 手帳 の所持 者数 は増加 傾向 とな

って おりま して、平 成３ ０年度 の 1,４ ０ ９ 人 か ら 令 和 ４ 年 度 は 1,

７４２人と、この５年間で約 1.２倍となっております。

障 が い 者 の 自 立 支 援 や就労 支援 ・就 労定着 につ いてで ござ いま

すが 、障 がい福 祉サ ー ビスの 利用 によ りまし てヘ ルパー やグ ルー

プホ ーム で生活 面を 支 えると とも に、 障がい の状 況や特 性に 応じ

た就 労支 援や一 般就 労 への移 行支 援を 行って おり ます。 今後 につ



きま して は、来 年度 の 報酬改 定に おき まして 、グ ループ ホー ムか

らの 独り 暮らし への 移 行を希 望す る人 に向け た支 援の充 実が 盛り

込ま れる など、 より き め細か な支 援が 可能に なり ますの で、 引き

続き関係機関と連携し、取組を進めてまいります。

ま た、 新年度 にお け る就労 継続 支援 事業所 での 工賃向 上と 障害

者優 先調 達に関 する 取 組につ いて でご ざいま すが 、就労 継続 支援

Ａ型 事業 所につ きま し ては、 鳥取 県の 最低賃 金が 令和５ 年１ ０月

５日 から ９００ 円に 引 き上げ られ たこ とによ りま して、 これ が利

用者 にも 適用さ れて お ります 。一 方、 就労継 続支 援Ｂ型 事業 所に

つき まし ては、 来年 度 から報 酬改 定に 合わせ て平 均工賃 の水 準に

応じ た報 酬体系 の見 直 しと、 平均 工賃 月額の 算定 方法の 見直 しが

行わ れる ことと なっ て おりま す。 現在 、障が い特 性など によ りま

して 、利 用日数 が少 な い方を 多く 受け 入れて いる 事業所 は平 均工

賃が 低く なるこ とを 踏 まえま して 、平 均利用 者数 を用い た新 しい

平均 工賃 月額の 算定 式 を導入 し、 平均 工賃月 額が 高い事 業所 ほど

報酬 単価 が上が る制 度 になる こと で、 各事業 所で の工賃 向上 の取

組が一層進むと考えております。

本 市に おける 障が い 者就労 施設 など からの 優先 調達に つき まし

ては 、来 年度当 初に 目 標値を 設定 をし 、全庁 的に その達 成に 向け

て取り組むこととしております。

続 きま して、 教育 と 福祉の 一体 的支 援につ いて 、教育 と福 祉が

一体となった取組の成果と課題についてでございます。

ま ず、 成果と いた し まして は、 子ど もたち を取 り巻く 様々 な課

題に 対し まして 一体 的 かつ迅 速に 対応 するこ とが 可能と なり まし

た。 一例 といた しま し ては、 家庭 児童 相談室 とス クール ソー シャ



ルワ ーカ ーの緊 密な 連 携によ る子 ども や家庭 への 早期支 援と 直接

的支 援の 充実な どが 上 げられ ます 。一 方、発 達や 家庭環 境な ど、

様々 な要 因が複 合的 に 重なり 、多 様化 ・複雑 化し ている 子ど もた

ちの 状況 に対し まし て 、いか に包 括的 に切れ 目の ない支 援を 充実

させるかが引き続きの課題となっております。

続 きま して、 行財 政 改革の 取組 の中 で、働 きや すい職 場づ くり

についてのお尋ねでございます。

住 民か ら不当 な要 求 があっ た場 合に おける 対応 につい てで ござ

いま すが 、米子 市不 当 要求行 為等 の防 止に関 する 要綱に 沿い まし

て、 毅然 とした 態度 で 冷静に 対応 する ことと して おりま して 、窓

口に おき まして は必 要 に応じ て退 去命 令や警 察へ の通報 など の措

置を行っております。

職 場に おける 働き や すい環 境づ くり につい てで ござい ます が、

不当 要求 があっ た場 合 につき まし ては 、組織 とし て対応 する こと

を徹 底を いたし まし て 、職員 個人 への 過度な 負担 が生じ ない よう

な体 制を 整えま すと と もに、 研修 など を通じ て市 民対応 の能 力の

向上を図ってまいります。以上でございます。

○稲田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長（ 登壇 ） 信風 、安 達議 員の代 表質 問にお 答え 申し

上げます。

福 祉と 教育の 一体 改 革にお ける 成果 と課題 につ いての お尋 ねで

ございます。

成 果と しまし ては 、 例えば これ まで 教育委 員会 として 保幼 小の

連携 を進 めるた めに 米 子市小 学校 オー プンス クー ルなど を行 って

きま した が、こ れら に 加えま して こど も相談 課の １年生 アド バイ



ザー や、 保育園 を所 管 するこ ども 政策 課との 緊密 な連携 を図 るこ

とが でき るよう にな り まして 、就 学前 と小学 校を これま で以 上に

円滑に接続できる体制が整ってきております。

ま た、 これま で学 校 だけで はア プロ ーチが 難し かった 家庭 に対

して 、教 育委員 会配 置 のスク ール ソー シャル ワー カーと こど も相

談課 の家 庭児童 相談 室 が一体 とな って 対応す るこ とで、 児童 生徒

の生 活の 基盤で ある 家 庭への 支援 が可 能とな るケ ースも 増え てき

てお りま す。学 校現 場 におき まし ても 、こう した 家庭と 接す る際

に、 福祉 や保健 、医 療 の専門 的な 助言 を得る こと で、よ り一 層の

児童 生徒 理解に 基づ い た関わ りが でき るよう にな ってき てお りま

す。

課 題と しまし ては 、 保幼小 の接 続体 制が整 って きたの もの の、

学校 生活 、家庭 生活 上 におけ る子 ども を取り 巻く 環境は 一層 多様

化・ 複雑 化して きて い るとい うこ とが 上げら れま す。こ うし たこ

とか ら、 小学校 低学 年 の不登 校へ の対 応につ いて 、就学 前や 家庭

支援 との 連携を さら に 強める こと が重 要であ ると いうふ うに 認識

をしております。

今 後も 教育委 員会 と こども 総本 部が しっか りと タッグ を組 んで、

互い のよ さや強 みを 生 かせる よう に努 めてい きた いとい うふ うに

考えております。以上でございます。

○稲田議長 安達議員。

○安 達議 員 そ れぞ れ 答弁い ただ きま して、 私な りに再 質問 なり

をしたいと思いますので、よろしくお願いします。

い ろい ろ感ず るも の や答え 、答 弁と してあ りま したん です けれ

ども 、私 が何点 か再 質 問する 中、 考え たのは 、大 きな３ 点目 、経



済政策の中の農業振興策についてお聞きしたいと思います。

細 かく 区分す ると 、 指定野 菜と 特定 野菜そ れぞ れ野菜 指定 があ

った んで すけれ ども 、 まず、 指定 野菜 にはど のよ うな野 菜が ある

か、 位置 づけら れて い るか。 そし て、 ２点目 です が、特 定野 菜は

どの よう な野菜 なの か という こと を細 かくお 聞き したい と思 いま

すし 、指 定野菜 には 本 市の特 産の 白ネ ギが含 まれ ている と思 うが、

今年 度策 定され た弓 浜 地区の 白ね ぎ産 地の生 産振 興プラ ンで はど

のよ うな 取組が なさ れ ようと して るか お伺い した いと思 いま す。

よろしくお願いします。

○稲田議長 赤井農林水産振興局長。

○赤 井農 林水産 振興 局 長 初 めに 、指 定野菜 の品 目につ いて でご

ざい ます が、指 定野 菜 とは、 消費 量が 多く、 国民 の生活 に欠 かせ

ない 重要 な野菜 とし て 国が位 置づ け、 安定供 給を 目指す 品目 でご

ざい まし て、現 在、 ネ ギ、キ ャベ ツ、 ニンジ ンな ど１４ 品目 が位

置づけられております。

ま た、 特定野 菜の 品 目につ いて でご ざいま すが 、特定 野菜 とは、

国民 生活 上、指 定野 菜 に準ず る重 要性 を持つ 野菜 という こと で、

現在 ブロ ッコリ ー、 カ ボチャ 、カ ンシ ョなど 、３ ５品目 が位 置づ

けられております。

続 いて 、弓浜 地区 白 ねぎ産 地の 生産 振興プ ラン につい てで ござ

いま すが 、今年 度、 本 市と境 港市 が共 同で策 定し た弓浜 地区 白ね

ぎ産 地の 生産振 興プ ラ ンでは 、令 和６ 年度か ら１ ０年度 まで の５

年間 で、 担い手 、新 規 就農者 の確 保、 農地利 用の 効率化 、維 持管

理、 生産 振興、 収益 性 の向上 、販 売、 産地Ｐ Ｒ及 びブラ ンド 力の

向上 など に関す る取 組 を行う こと とし ており ます 。以上 でご ざい



ます。

○稲田議長 安達議員。

○安 達議 員 少 し細 か いです けれ ども 、今局 長の ほうか ら答 弁い

ただ きま したが 、今 こ の地域 では ブロ ッコリ ーが 特産品 とし て出

荷さ れて います が、 今 度指定 野菜 とい うこと のよ うに聞 いて おり

ます 。こ のブロ ッコ リ ーがい つ頃 の時 期に指 定さ れると いう 、今

後の 予定 なので はっ き り分か らな いか もしれ ませ んが、 我々 とし

ては いつ 頃この 時期 が 見定め られ てい るかお 聞き したい と思 いま

すが、分かれば教えてください。

○稲田議長 赤井農林水産振興局長。

○赤 井農 林水産 振興 局 長 ２ ０２ ６年 度に指 定さ れる予 定に なっ

ております。

○稲田議長 安達議員。

○安 達議 員 今 が２ ０ ２４年 です から ２年後 とい うこと にな ろう

かな と。 その間 、ち ょ っと長 いな とい うふう には 感ずる もの であ

りま すけ れども 、今 ま でブロ ッコ リー がずっ とこ の地域 の産 品と

して 出荷 されて きて お ります 。以 前も ここで お話 しした こと もあ

ると 思い ますが 、今 は 大山町 に合 併さ れまし たけ れども 、当 時の

旧中 山の 町長さ んが 当 時非常 に広 めよ うとさ れた という 御苦 労を

後で 聞か された こと が ありま す。 そう いった ブロ ッコリ ーが これ

から 指定 野菜と して 、 私にと って 、聞 いてい ます とブラ ンド 化が

進め られ るのか なと 思 います 。市 況で さらに 高値 という か、 そう

いっ たも のとし て取 り 扱われ るよ うに 期待す るも のであ りま すの

で、ぜひよろしくお願いしたいと思います。

次 に、 大項目 の４ 番 目とし て、 健康 、福祉 に対 する取 組に つい



てで すが 、最近 参加 し た研修 の資 料に よりま すと 、障が い者 の児

童数 や精 神に障 がい が ある人 の数 が増 加して るっ ていう 、先 ほど

触れ まし たが、 こう い う傾向 にあ ると いうふ うに 聞いて おり ます

が、 本市 米子市 の状 況 をさら に詳 しく 、どの よう な状態 なの か、

傾向 なの かお聞 きし て 、その 対す る取 組が、 考え ておら れる 内容

をここでお聞きしたいと思いますので、よろしくお願いします。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 障がい のあ る児 童数と 精神 障がい のあ る方

の数 の米 子市の 状況 に ついて でご ざい ますけ れど も、障 がい のあ

る児 童数 として 、小 学 校、中 学校 の特 別支援 学級 に在籍 する 児童

生徒 数の 状況に つき ま しては 、小 学校 が平成 ３０ 年度の ２１ ５人

から 令和 ４年度 は２ ８ ５人、 また 中学 校につ いて は平成 ３０ 年度

の１ ０６ 人から 令和 ４ 年度は １３ ７人 となっ てお りまし て、 いず

れも増加しております。

一 方、 精神障 がい の ある方 につ きま しては 、精 神障害 者保 健福

祉手 帳の 所持者 数は 増 加傾向 とな って おりま して 、平成 ３０ 年度

の 1,４ ０ ９ 人 か ら 令 和 ４ 年 度 は 1,７ ４ ２ 人 と 、 こ の ５ 年 間 で 約 1.

２倍になっております。

○稲田議長 安達議員。

○安 達議 員 数 字を 聞 かせて もら って 、増加 傾向 にある って いう

のは 数字 で追っ て分 か るんで すが 、そ の傾向 の具 体的な 取組 とか

って いう ことが 今担 当 課のほ うで どの ように 理解 して、 また その

ため の取 組が分 かれ ば と思っ てお 聞き したい んで すが、 そう いっ

た増 加傾 向にあ るた め に今ま では 取り 組んで なか ったこ とを 新た

に取 り組 もうと する の か、ま たそ のこ とを新 年度 の事業 の中 で計



画し てお られる のか 、 もしこ の場 でお 聞き願 えた らと思 って お聞

きします。よろしくお願いします。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 新たな 取組 とい うこと のお 尋ねで ござ いま

すが 、一 つの例 を申 し 上げま すと 、障 がい児 の福 祉サー ビス につ

きま して 、質の 向上 と いうこ とで 取り 組んで いき たいと 考え てお

りま す。 国は、 来年 度 からの 報酬 改定 に合わ せま して障 がい のあ

る児 童が 利用す る児 童 発達支 援や 放課 後等デ イサ ービス など の質

の向 上の ために 制度 の 見直し を行 いま して、 事業 所に健 康、 生活、

運動 、感 覚など の５ 領 域との つな がり を明確 化し た事業 所全 体の

支援 内容 を示す 支援 プ ログラ ムの 作成 、公表 を求 めると とも に、

職員 の配 置につ きま し ても配 置形 態や 専門的 な支 援を提 供す る体

制により評価をすることとなっております。

本 市と いたし まし て も、通 所さ れる 児童が 適切 な療育 を受 ける

こと がで きるよ う、 県 が行う 指導 監査 に同行 いた しまし て、 市内

事業所の質の確保に取り組んでいきたいと考えております。

○稲田議長 安達議員。

○安 達議 員 こ れか ら 取り組 まれ る内 容が今 答弁 の中に 出て きた

ので すが 、ぜひ 期待 し ていき たい と思 います 。数 字が増 加傾 向に

ある とい うとこ ろを 非 常に心 配し 、ま たその 取組 がこれ から 具体

的に 取り 組まれ るこ と を期待 した いと 思って おり ますの で、 よろ

しくお願いします。

３ 点目 ですけ れど も 、これ も新 年度 におけ る事 業の展 開と いう

とこ ろで 答えが 出て き とった んで すが 、さら にお 聞きし たい のは、

就労 支援 継続事 業所 の 中で、 工賃 向上 と障害 者優 先調達 に関 わる



取組 であ ります 。こ の 間、何 回か ここ の場で 質問 をして おり まし

て、 非常 に期待 する と ころが 私自 身も また関 係の 方も多 いか なと

思っ て、 障害者 優先 調 達に対 する 市の 取組が 、今 の時点 で計 画が

具体 的に 組まれ てい る ならそ の内 容も 披露し てい ただい て、 新た

な新 年度 の取組 につ い てお聞 きし たい と思い ます ので、 よろ しく

お願いします。

○稲田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 本市に おき ます 障がい 者の 就労施 設等 から

の優 先調 達の取 組に つ いてで ござ いま すが、 毎年 目標値 を設 定を

いた しま して取 り組 ん でいる とこ ろで ござい まし て、新 年度 の目

標値 につ きまし ては 、 新年度 当初 に目 標値を 設定 いたし まし て、

全庁的にその達成に向けて取り組むこととしております。

○稲田議長 安達議員。

○安 達議 員 具 体的 な 数字は 私が 予算 書から 酌み 取って いか なき

ゃい けな いんで しょ う けれど も、 目標 値の設 定が 先ほど ある とい

うふ うに 聞いて おり ま すので 、ぜ ひ全 庁的に 、ま たその 広が りを

広め てい ただい て、 深 みのあ る取 組に なって いけ ればと 思い ます。

以 前か ら伺っ てお り まして 、特 にこ のコロ ナ禍 で私は 発注 とか

そう いう 件数が 減っ て いるよ うに 聞い ておっ たん ですが 、当 時の

質問 では そのよ うな 傾 向にあ まり ない ように 聞い ており ます けれ

ども 、今 はコロ ナ禍 に なりま した んで 、ぜひ そう いった 障壁 的な

もの がな くなっ てい れ ば取組 も広 がっ ていき 、ま た数字 も増 えて

いけ ばと いう期 待感 を 込めて 、以 上で 質問を 終え ますが 、優 先調

達をさらに進めていただければと思います。

最 後に したい と思 い ますが 、再 質問 の中で 私が 取り上 げた かっ



たの は、 働きや すい 職 場づく りと いう ところ であ ります 。こ れに

つい ては いろい ろ議 論 をして いる 中で 、どう いっ た、具 体的 な例

を引 き出 してそ の対 応 がなさ れて いる のかな とい うのが 知り たか

った んで すけれ ども 、 働きや すい 職場 づくり とい っても 具体 的に

はな かな かこの こと が そう頻 繁に ある ように は伺 えなか った もん

です から 、この こと は 総じた こと とし て理解 して いただ いて 、再

質問に替えていきたいと思います。

住 民か ら電話 、と り わけ電 話の 不当 な要求 等が あると した ら、

私は 非常 に心配 した と ころで す。 とい います のは 、若い 人が 電話

をす ると きには 、ほ と んど携 帯電 話、 スマホ なん ですよ ね。 そう

する と、 番号が 出て く るので 非常 に分 かりや すい ってい うん です

か、 登録 以外の 電話 は 扱えな いと ころ を、こ の固 定電話 は、 全庁

どの よう な固定 電話 を 使って おら れる かよう 分か らんで すが 、具

体的 に表 示番号 が出 て くるか どう か分 かりま せん が、電 話の やり

取り って いうの は割 と スマホ 以外 の固 定電話 では やりづ らさ を感

じて おら へんか と思 っ て、そ の辺 をお 聞きし たく て、一 方的 に住

民か らの 苦情や 不当 な 要求な ど、 長時 間のや り取 りを求 めら れた

りと いう ことを 、も し あると した ら、 市職員 から 電話は 切り づら

いの で、 私もそ うい う 経験が あり ます ので、 どの ような 対策 をし

てお られ るか、 再度 お 聞きし たい と思 います ので 、よろ しく お願

いします。

○稲田議長 下関総務部長。

○下 関総 務部長 住 民 からの 不当 な要 求があ った 場合の 対応 につ

いて でご ざいま すけ れ ども、 米子 市不 当要求 行為 等の防 止に 関す

る要 綱、 こうい った も のを定 めて おり ます。 これ に従い まし て、



毅然 とし た態度 で冷 静 に対応 する こと として おり まして 、窓 口に

おい ては 必要に 応じ て 退去命 令や 警察 への通 報等 などの 措置 を行

っているところでございます。

そ して 、先ほ どの 電 話での 対応 とい うこと もお 尋ねを して いた

だき まし たけれ ども 、 電話で の対 応で ござい まし ても、 窓口 対応

と同 様に 毅然と した 態 度で冷 静に 対応 すると いう ことを 心が けま

して 、電 話が長 時間 に 及んで いる 様子 ですと か謝 罪など を繰 り返

して いる 様子、 そう い ったも のが あれ ば、上 司や 周囲の 職員 が指

示を する など、 フォ ロ ーをし っか りと するよ うに してい ると ころ

でございます。

○稲田議長 安達議員。

○安 達議 員 登 壇席 で 触れた と思 いま すけれ ども 、東京 都の ほう

でカ スハ ラの防 止条 例 を都が 制定 する 向きを 伺わ せても らっ たこ

とを ちょ っと触 れま し た。全 国的 にこ ういっ たケ ースが 多く なっ

てる 傾向 にある のか な と思っ て、 条例 制定に 向か ってい る話 が出

ておりましたので、非常に心配したところです。

職 員の 皆さん 、働 き やすい 職場 を切 り盛り して おられ ると 思い

ます 。そ ういっ たと こ ろで働 き方 改革 が今ち また では非 常に 叫ば

れて おり まして 、こ の 市役所 でも 働き やすい 、そ ういっ た職 場づ

くり がず っと進 んで い って、 さら に健 康であ ると いうと ころ をぜ

ひ担 保し ていた だく よ うな地 域、 職場 づくり であ ればと 思っ ての

最後 の質 問のと ころ は 要望に 変え たい と思い ます ので、 よろ しく

お願いします。

以 上で 私の代 表質 問 と再質 問に つい て終わ りた いと思 いま すの

で、よろしくお願いします。


